
問1_投票行動

回答 比率

期日前投票をした 29.2%

当日に投票する・投票した 55.5%

たぶん投票する 8.9%

たぶん投票しない 6.4%

100.0%

問2_投票先

回答 比率

小池ゆりこ 24.5%

うつみさとる 1.2%

石丸伸二 31.3%

桜井誠 2.4%

安野たかひろ 6.4%

清水国明 0.2%

ＡＩメイヤー 0.2%

ゴトウテルキ 0.9%

田母神としお 4.5%

蓮舫 17.9%

石丸幸人 0.2%

横山緑 0.5%

ひまそらあかね 5.4%

まだ決めていない、わからない 4.5%

100.0%

問3-1_投票先選定基準

回答 比率

	候補者の人柄が信頼できる 19.7%

	過去の実績がある 14.3%

	自分が支持する政党が公認、推薦している 4.3%

	掲げる政策がわかりやすい 9.4%

	掲げる政策が自分の考えに近い 16.4%

	自分が住む地域に役立つ政策を持っている 3.8%

	若い世代向けの政策を打ち出している 12.6%

	公約を見比べて相対的に判断する 8.0%

	メディアの人物紹介などを通して比較する 2.4%

	インターネットなどの口コミで評判を見る 2.9%

	家族や友人ら近しい人に薦められて 0.6%

	基準は特になく、フィーリングで 1.6%

	その他 3.9%

100.0%

問3-2_投票しない理由

回答 比率

	そもそも選挙に関心がない 6.9%

	国政選挙とは違い、

ローカル選挙には興味が湧かない
0.0%

	候補者の人柄や政策に共鳴できるものがない 6.9%

	立候補者が多過ぎて選べない 3.4%

	投票に行くメリットが感じられない 10.3%

	選挙結果で東京が変わるとは思えない 13.8%

	投票所に行くのが面倒だ 13.8%

	忙しくて投票に使える時間がない 15.5%

	どの候補に投票していいのか情報がない 6.9%

	投票の仕方がわからない 1.7%

	家族や友人らも投票しない 3.4%

	現状の東京のままで変える必要はない 0.0%

	その他 17.2%

100.0%

問4_候補者が乱立した理由

回答 比率

	これまでの都政運営に対し、

不満が高まっている
16.7%

	解決すべき課題が多くなっている 14.0%

	東京への一極集中で、都への

相対的な注目度が高まっている
7.7%

	世の中の政治意識が高くなった 4.2%

	インターネットなどで

情報発信がしやすくなった
25.7%

	国籍と年齢だけという立候補の

要件が周知されるようになった
6.8%

	わからない 3.5%

	その他 21.4%

100.0%

問5_東京都の課題

回答 比率

少子化対策 25.0%

子育て・教育政策 23.6%

防災対策 7.9%

環境対策 1.6%

住宅対策 3.6%

地域活性化政策 3.6%

生活支援政策 8.0%

税金政策 12.3%

外国人労働者対策 6.5%

SDGS推進 0.4%

ジェンダー平等政策 3.1%

その他 4.4%

100.0%



問6_神宮外苑再開発問題の是非

回答 比率

再開発には反対だ 15.3%

どちらかといえば反対だ 12.9%

再開発には賛成だ 23.5%

どちらといえば賛成だ 12.5%

興味がない 24.5%

よくわからない 11.3%

100.0%

問7_関心事

回答 比率

日本の未来 12.3%

景気・経済動向 19.1%

行財政改革 2.4%

税金問題 12.0%

外交・防衛問題 6.6%

環境・気候変動 1.6%

エネルギー政策 1.5%

防災・地震対策 2.9%

地域振興 0.7%

憲法改正 3.2%

選挙制度改革 0.7%

就職・仕事・働き方 6.8%

生活水準 4.6%

社会保障 3.9%

医療制度 1.2%

子育て・教育 9.2%

格差是正・生活困窮問題 2.6%

ジェンダー平等 2.5%

外国人労働者・インバウンド問題 3.1%

デジタル社会化 2.2%

その他 0.8%

100.0%

問8_生活上の悩み・不安

回答 比率

収入 17.8%

生活苦 4.0%

物価高 20.5%

税金 15.4%

社会保険 7.2%

雇用 1.4%

就職難 1.6%

進路 2.4%

恋愛 4.5%

結婚問題 4.4%

離婚問題 0.3%

育児 5.7%

教育 3.4%

人間関係 1.7%

住宅難 1.1%

住宅ローン 1.8%

健康 2.8%

病気 0.5%

看護・介護 0.9%

その他 2.4%

100.0%

問9_暮らし向きの変化

回答 比率

良くなったと思う 32.2%

良くなったと思わない 53.6%

わからない 14.1%

100.0%

問10_若者の政治離れの原因

回答 比率

政治への関心が社会全体で薄くなった 9.5%

政治不信が強く、触れることに忌避感がある 17.9%

小さい頃から政治に関する

教育を受ける機会が少ない
15.7%

既存政党に魅力がない 10.8%

政治家のレベルが低下し、期待感が持てない 21.5%

住民の意見が政策に反映されない 7.6%

個人の考えや行動が政治状況を

変える力を持つと思えない
9.2%

その他 7.8%

100.0%

問11_支持政党の有無

回答 比率

ない 71.3%

ある 28.7%

100.0%

問12_過去の選挙

回答 比率

すべて行っている 67.1%

時々行っている 27.3%

行ったことはない 5.6%

100.0%



問13_若者の投票の影響度

回答 比率

大いに影響すると思う 44.7%

ある程度影響すると思う 32.9%

どちらとも言えない 4.0%

あまり影響しないと思う 14.8%

まったく影響しないと思う 3.5%

100.0%

問15_政治参加

回答 比率

思う 57.4%

思わない 31.1%

わからない 11.5%

100.0%

問15-2_若者の政治参加に必要なこと

回答 比率

被選挙権を選挙権と同じ18歳まで引き下げる 9.2%

立候補に必要な供託金の額を大幅に引き下げる 9.2%

若い人と政党、政治家たちとの

対話の場を設けて声が届きやすくする
20.8%

デジタルツールの活用により、常時、

政治家たちとの相互交流ができるようにする
24.2%

選挙や政治に関して学べる

公共の場や手段を拡充する
22.7%

その他 13.8%

100.0%

問16_性別

回答 比率

男性 75.3%

女性 21.4%

答えない 3.3%

100.0%

問17_年齢

回答 比率

１８～１９歳 3.3%

２０～２４歳 24.9%

２５～２９歳 71.8%

100.0%

問18_職業

回答 比率

正社員・職員 66.6%

非正規社員・職員 4.5%

学生 17.6%

専業主婦 0.7%

会社経営・自営 4.5%

無職 1.9%

その他

（フリーランス、自由業など）
4.2%

100.0%

問19_最終学歴

回答 比率

大学・大学院 75%

短大・高専 1%

専門学校 8%

高校 15%

中学 1%

その他（各種学校など） 0%

100%

問20_世帯状況

回答 比率

既婚・子あり 11%

既婚・子なし 14%

未婚 75%

100%

問21_居住地域

回答 比率

23区内 75%

23区外（市町村） 25%

100%


